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タンポポ調査・西日本 2015の結果とその展示について 

 

 

 当館では県民の皆様のご協力をいただき、タンポポの分布を調べ、環境との関連を踏まえながら身近

な自然について考える「タンポポ調査・西日本 2015」を実施しました。この調査は 2014年から 2015年

の 2年間にわたり、県内だけではなく、西日本の福井、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、

鳥取、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知、福岡、佐賀の 19 府県にわたる広い範囲で

の調査です。市民のみなさんに加えて、博物館や大学などの専門家が協力することにより、詳細でかつ

学術的にも裏付けられた結果を出すことができました。 

 徳島県では徳島県立博物館が事務局となり、県内の調査を進めてきました。600 名を越える県民の皆

様のご協力をいただき、外来種の割合が前回より高くなってはいるものの、在来種の割合が西日本で一

番高いことなど多くの成果を得ることができました。 

 その結果がまとまり、3月 20日に大阪で開催される報告会を皮切りに、報告書の出版、結果チラシ（資

料 2）の配布が始まります。当館でも結果を県民の皆様にわかりやすく紹介するためにミニ展示会や講

座を開催します。 

 つきましては、広報・取材をお願い申し上げます。 

 

■タンポポ調査・西日本 2015の結果について 

別添資料１～３をご覧ください。 

 

■部門展示「みんなで調べた西日本のタンポポ」 

１ 趣 旨 

 タンポポの種類を調べると、身近な自然環境がわかるといわれています。今回の展示では、2014

年と 2015年の 2年間にわたり、広い範囲でタンポポを調査した、「タンポポ調査・西日本 2015」の

結果について報告・紹介します。5 年前に行った前回の調査では、環境のよいところに多いといわ

れる在来種の割合が、調査した 19 府県中、徳島県が一番高いという結果が出ました。今回の調査

では、どうだったのでしょうか？ 

 あわせて、江戸時代の図譜に描かれていた幻のタンポポ“ふきづめ”が那賀町で発見されたので

展示します。 

  



２ 会 期 平成 28年３月 23日（水）〜5月 29日（日） 月曜休館 

３ 会 場 博物館常設展示室内 部門展示室（２階） 

４ 観覧料 通常の常設展観覧料 

     （一般 200円／高校・大学生 100円／小・中学生 50円） 

※ 祝日の観覧は無料。土・日曜日，春休み期間は，小・中学生及び高校生の観覧無料。 

※ 高齢者（65歳以上）の方は，常設展観覧料が無料，企画展観覧料が半額（証明できるものの提示が必要）。 

※ 障がいのある方とその介助の方 1名は，常設展・企画展とも観覧料が無料（証明できるものの提示が必要）。 

５ おもな展示資料 

・タンポポ調査によって得られた西日本のタンポポ地図 

   ・徳島県のタンポポの標本 

・参加者の感想 

・江戸時代の図譜に描かれた“ふきづめ”タンポポ* 

＊那賀町で発見された緑色のタンポポ。調査の結果、江戸時代文政 11 年（1828 年）に完成した「本草図譜」 

に掲載されている“ふきづめ”であることがわかった 

 

６ 関連行事 

（１）ミュージアムトーク「みんなで調べた西日本のタンポポ」 

   タンポポ調査の結果について、スライドで図や写真を見ながら説明します。 

 

   日 時 平成 28年３月 27日（日） 13時 30分～14時 20分 

   場 所 博物館 講座室（３階） 

   申 込 不要（直接会場へおこしください） 

   参加費 無料 

 

（２）展示解説「西日本のタンポポ」 

   タンポポ調査の結果について、展示を見ながら説明します。 

 

   日 時 平成 28年３月 27日（日） 14時 30分～15時 

   場 所 博物館常設展示室内 部門展示室（２階） 

   申 込 不要（直接会場へおこしください） 

   参加費 常設展観覧料が必要です 



資料 1 

 

タンポポ調査・西日本 2015の結果について 

 

１．調査期間 

  2014年 3月 1日〜5月 30日 

  2015年 3月 1日〜5月 30日 

 

２．調査体制 

  西日本全体の調査：タンポポ調査・西日本実行委員会 

        事務局：（公社）大阪自然環境保全協会 

〒530-0041 大阪市北区天神橋 1-9-13 ハイム天神橋 202号 

TEL：06-6242-8720  FAX：06-6881-8103  

ホームページ：http://gonhana.sakura.ne.jp/tanpopo2015/ 

  徳島県の調査： 事務局：徳島県立博物館（担当：小川 誠） 

TEL：088-668-3636 FAX：088-668-7413 

ホームページ：http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp/ogawa/tanpopo2015/ 

 

３．徳島県の参加者は両年で 600名を越えました（調査用紙に記入された名前からは 626名になります）。 

 

４．今回の調査では徳島県では 7,410件のデータが集まりました（表１）。参加 19府県の中で 3番目に多い

数となります。前回調査に比べても県民のみなさまが協力していただき、有効サンプル数や参加人数は増加

しました。 

 

表１　前回の調査との比較

タンポポ調査・西日本2010 タンポポ調査・西日本2015

調査期間 2009年と2010年の3～5月 2014年と2015年の3～5月

調査用紙枚数（全サンプル数） 7371 7410

19府県中4番目に多い 19府県中３番目に多い

有効サンプル数* 7287 7366

参加者数** 502 626

外来種の割合***（全体） 50.5% 60.6%

外来種の割合***（徳島県） 30.0% 42.1%

在来種の割合 19府県中1番高い(70%) 19府県中1番高い(57.9%)

*有効サンプル数＝全サンプル数－無効サンプル数　　　　　（無効サンプルとは花が無い、タンポポ以外など）
**調査用紙に記入された名前で算定
***メッシュ数での比較

http://gonhana.sakura.ne.jp/tanpopo2015/


 

５．外来種の割合は今回は 60.6%で、前回の 50.5%に比べて増加しました。しかし、在来種の割合は 57.9%

で、前回同様西日本の中で一番高い割合でした。タンポポからみれば他県よりもよい環境にあることが推察

されます。 

 

６．徳島県では山間地でもカンサイタンポポが多く生えており、神山町では県の絶滅危惧種であるオカオグ

ルマと混生し、里山のすばらしい景観となっていました。ただし、山間部の過疎化の進んだところでは、タ

ンポポが数株しか見つからなかった場所もあり、今後もその変化についてモニタリングする必要性がありま

す。 

 

 

（担当；小川 誠） 
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